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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続状態にあるアクティブ通信中のプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの
１つまたは複数に関係する１つまたは複数のネットワークパラメータを識別することと、
ここにおいて、前記１つまたは複数のネットワークパラメータは、転送ブロックサイズを
備える、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別すること
と、ここにおいて、前記トリガイベントは、指定されたビット数よりも大きい平均転送ブ
ロックサイズを備え、かつ前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記ト
リガイベントは、前記プロセッサが前記接続状態にある間に構成可能である、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
することと、ここにおいて、前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに
通常電力モードに入らせる、
　を備え、
　ここにおいて、前記プロセッサの性能を前記調整することは、前記プロセッサ内の特定
のレールに関する電圧レベルおよびクロックレートのうちの１つまたは複数を調整し、接
続間欠受信（ＣＤＲＸ）サイクルを実施することをさらに備える、
　電力最適化のための方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
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ロセッサが前記接続状態にある前に事前にプログラムされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが電力状態変更の準備ができていることを示すイベントである、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記ネットワークパラメータは、アップリンクまたはダウンリンク許可の周期性、使用
されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、信号対雑音比、ドップ
ラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネ
ル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　接続状態にあるアクティブ通信中のプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの
１つまたは複数に関係する１つまたは複数のネットワークパラメータを識別するための手
段と、ここにおいて、前記１つまたは複数のネットワークパラメータは、転送ブロックサ
イズを備える、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別するため
の手段と、ここにおいて、前記トリガイベントは、指定されたビット数よりも大きい平均
転送ブロックサイズを備え、かつ前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する
前記トリガイベントは、前記プロセッサが前記接続状態にある間に構成可能である、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
するための手段と、ここにおいて、前記プロセッサの性能を調整するための前記手段は、
前記プロセッサに通常電力モードに入らせるように動作可能である、
　を備え、
　ここにおいて、前記プロセッサの性能を調整するための前記手段は、前記プロセッサ内
の特定のレールに関する電圧レベルおよびクロックレートのうちの１つまたは複数を調整
し、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）サイクルを実施するための手段をさらに備える、
　電力最適化のための装置。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが前記接続状態にある前に事前にプログラムされる、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ネットワークパラメータは、アップリンクまたはダウンリンク許可の周期性、使用
されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、信号対雑音比、ドップ
ラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネ
ル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備
える、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、請求項１０に記載の
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装置。
【請求項１２】
　コンピュータ上で実行されるとき、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の方法を行
うための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により組み込まれる、２０１４年４月１０日に出願さ
れた「TECHNIQUES FOR REDUCING POWER CONSUMPTION BASED ON NETWORK PARAMETERS」と
いう米国仮特許出願第６１／９７８，０８４号に関し、その優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関する。より詳細には、本開示は、
ネットワークパラメータに基づく電力最適化のための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、データなど、様々なタイプの通信コ
ンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、１つまたは複数の
基地局との複数のワイヤレス通信デバイスの同時通信をサポートすることが可能な多元接
続システムであり得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信デバイスの機能がより複雑になるにつれて、バッテリー寿命を最
大にしたいという要望も複雑になってきた。バッテリー寿命を延長するために電力最適化
技術が使用され得る。したがって、ワイヤレス通信デバイスにおいて電力最適化技術を実
装することによって利益が実現され得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示は、ネットワークパラメータに基づく電力最適化のための１つまたは複数
の技術に関する。
【０００６】
　[0006]電力最適化のための方法が説明される。接続状態にあるプロセッサの電力使用量
および処理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼし得る１つまたは複数のネットワ
ークパラメータが識別される。１つまたは複数のネットワークパラメータのためのトリガ
イベントが識別される。トリガイベントが発生したとき、接続状態にあるプロセッサの性
能が調整され得る（adjusted）。
【０００７】
　[0007]１つまたは複数のネットワークパラメータのためのトリガイベントは、プロセッ
サが接続状態にある間に構成可能であり得る（configurable）。１つまたは複数のネット
ワークパラメータのためのトリガイベントはまた、プロセッサが接続状態にある前に事前
にプログラムされ得る。１つまたは複数のネットワークパラメータのためのトリガイベン
トは、プロセッサが電力状態変更の準備ができていることを示すイベントであり得る。
【０００８】
　[0008]ネットワークパラメータは、転送ブロックサイズ、アップリンクまたはダウンリ
ンク許可の周期性、使用されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報
、信号対雑音比、ドップラー情報、送信モード、２次セルステータスおよびハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）ステータスのうちの１つ
または複数を含み得る。ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パ
ラメータ、チャネル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１
つまたは複数をも含み得る。監視されているチャネル状態パラメータは、信号中で使用さ
れる変調コーディング方式（ＭＣＳ：Modulation Coding Scheme）のチャネル品質インジ
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ケータ（ＣＱＩ：Channel Quality Indicator）報告であり得る。プロセッサの性能の調
整は、プロセッサに電力節約モードに入らせ得る。プロセッサの性能の調整は、プロセッ
サ内の特定のレールに関する電圧レベルおよびクロックレートのうちの１つまたは複数を
調整することを含み得る。プロセッサの性能の調整は、プロセッサに通常電力モードに入
らせ得る。
【０００９】
　[0009]また、電力最適化のための装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセ
ッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含む。命令は、接続状態
にあるプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼす
１つまたは複数のネットワークパラメータを識別するために実行可能であり得る。命令は
また、１つまたは複数のネットワークパラメータのためのトリガイベントを識別するため
に実行可能であり得る。命令はさらに、トリガイベントが発生したとき、接続状態にある
プロセッサの性能を調整するために実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]また、電力最適化のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は命令を含む。命令は、接続状態にあるプロセッサの電力使用量
および処理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼす１つまたは複数のネットワーク
パラメータを識別するためのコードを含み得る。命令はまた、１つまたは複数のネットワ
ークパラメータのためのトリガイベントを識別するためのコードを含み得る。命令は、ト
リガイベントが発生したとき、接続状態にあるプロセッサの性能を調整するためのコード
をさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]本開示の様々な態様および特徴が、添付の図面に示されているそれらの様々な例
を参照しながら以下でさらに詳細に説明される。本開示は、様々な例を参照しながら以下
で説明されるが、本開示はそれに制限されないことを理解されたい。本明細書の教示への
アクセスを有する当業者は、追加の実装形態、変更形態、および例、ならびに他の使用分
野を認識することとなり、それらは、本明細書で説明される本開示の範囲内にあり、それ
らに関して本開示は著しく有用であり得る。
【００１２】
　[0012]本開示のより完全な理解を可能にするために、次に添付の図面が参照され、そこ
において、同様の数字を用いて同様の要素が参照される。これらの図面は、本開示を限定
するものとして解釈されるべきではなく、例示的なものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】[0013]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0014]本開示の様々な態様による、基地局とＵＥとを含む多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）通信システムのブロック図。
【図３】[0015]本開示の様々な態様による、複数のワイヤレスデバイスをもつワイヤレス
通信システムを示す図。
【図４】[0016]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス上のプロセッサのた
めの電力モードを調整するための方法の流れ図。
【図５】[0017]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス上のプロセッサのた
めの低電力モードをトリガするための方法の流れ図。
【図６】[0018]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス上のプロセッサのた
めの低電力モードをトリガするための方法の流れ図。
【図７】[0019]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス内に含まれ得るある
特定の構成要素を示す図。
【図８】[0020]本開示の様々な態様による、特定のレールに関する電圧レベルとクロック
レートとを調整し得る（たとえば、電圧レールＣｘを低下させる）ＣＤＲＸサイクルを示
すブロック図。
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【図９】[0021]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス内に含まれ得るある
特定の構成要素を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0022]添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書で説明される概念が実施され得る構成のみを表すもので
はない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な
詳細を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当
業者には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、
よく知られている構造および構成要素がブロック図の形式で示される。
【００１５】
　[0023]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、データなど、様々なタイプの通信コンテ
ンツを提供するために広く展開されている。多くのワイヤレス通信ネットワークは、基地
局と通信している１つまたは複数のワイヤレス通信デバイスを有する。ワイヤレス通信デ
バイスは低データレートで送信または受信し得る。ワイヤレス通信デバイスは、動作する
ために電力を必要とし得、電力はバッテリーから来得る（come from）。ワイヤレス通信
デバイスが低データレートで通信しているとき、データを管理するために必要とされる処
理能力は、ワイヤレス通信デバイスによる電力消費を低減するために減少され得る。処理
能力を減少させることは、バッテリーを充電することの間の時間を延長するか、またはワ
イヤレス通信デバイスに電力を供給することに関連するコストを低下させ得る。
【００１６】
　[0024]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
している。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１０２と、コアネッ
トワーク１７０とを含み得る。コアネットワーク１７０は、ユーザ認証と、アクセス許可
と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルー
ティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１２０は、バックホールリンク１
７２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１７０とインターフェースし得、
ＵＥ１０２との通信のためのスケジューリングおよび無線構成を実行し得るか、または基
地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１２０は、
直接または間接的に（たとえば、コアネットワーク１７０を通して）、バックホールリン
ク１６８（たとえば、Ｘ１など）を介して互いに通信し得、それはワイヤードまたはワイ
ヤレス通信リンクであり得る。
【００１７】
　[0025]基地局１２０は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１０２とワイヤ
レス通信し得る。基地局１２０サイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１６
６に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１２０は、基地トランシーバ
局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ
）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれ得る。
基地局１２０のための地理的カバレージエリア１６６は、カバレージエリアの一部分を構
成（making up）するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１０
０は、異なるタイプの基地局１２０（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基地局
）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１６６があり得る。
【００１８】
　[0026]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ（登録商標）／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ
（ｅＮＢ）という用語は、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、図
３、図７および図９を参照しながら説明されるワイヤレス通信デバイス１０２と、図２を
参照しながら説明されるＵＥとを表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１０
０は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１２０は、マクロセ
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ル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」とい
う用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するコンポーネントキャリアま
たはキャリア、あるいは基地局またはキャリアのカバレージエリア（たとえば、セクタな
ど）を表すために使用されることができる３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００１９】
　[0027]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（たとえ
ば、認可、無認可などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し得る低
電力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルと
マイクロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る
。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed s
ubscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセ
スを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルの
ためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ
と呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セル
（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００２０】
　[0028]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信
は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミン
グを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明される技術は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００２１】
　[0029]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Pack
et Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）レイヤが、論理チャネルを介して通信するために
パケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ：Medium Access Control）レイヤが、優先度ハンドリングと、トランスポートチャネ
ルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善す
るためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使
用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）プ
ロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１０
２と基地局１２０またはコアネットワーク１７０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守
とを行い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネル
にマッピングされ得る。
【００２２】
　[0030]ＵＥ１０２は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得（disp
ersed）、各ＵＥ１０２は固定または移動であり得る。ＵＥ１０２は、移動局、加入者局
、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイ
ルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイ
ル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好
適な用語を含むか、またはそのように当業者によって呼ばれ得る。ＵＥ１０２は、セルラ
ーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフ
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ォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、
スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワー
ク機器と通信することが可能であり得る。
【００２３】
　[0031]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、基地局１２０か
らＵＥ１０２へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥ１０２から基地局１０５へのア
ップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信はまた順方向リンク送信とも呼ば
れ得、アップリンク送信は逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。いくつかの例では、ＵＬ送
信はアップリンク制御情報の送信を含み得、そのアップリンク制御情報はアップリンク制
御チャネル（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink 
control channel）または拡張ＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ））上で送信され得る。アップ
リンク制御情報は、たとえば、ダウンリンク送信の肯定応答または否定応答、あるいはチ
ャネル状態情報を含み得る。ＵＬ送信はデータの送信をも含み得、そのデータは、物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）または拡張Ｐ
ＵＳＣＨ（ｅＰＵＳＣＨ）上で送信され得る。ＵＬ送信は、サウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ：sounding reference signal）または拡張ＳＲＳ（ｅＳＲＳ）、（たとえば、デュ
アル接続性モード、または図２を参照しながら説明されるスタンドアロンモードでの）物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）または拡
張ＰＲＡＣＨ（ｅＰＲＡＣＨ）、あるいは（たとえば、図２を参照しながら説明されるス
タンドアロンモードでの）スケジューリング要求（ＳＲ：scheduling request）または拡
張ＳＲ（ｅＳＲ）の送信をも含み得る。ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、
またはＳＲへの本開示における言及は、それぞれのｅＰＵＣＣＨ、ｅＰＵＳＣＨ、ｅＰＲ
ＡＣＨ、ｅＳＲＳ、またはｅＳＲへの言及を本質的に含むと推定（presumed）される。
【００２４】
　[0032]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブ
キャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号
は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルな
ど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波
数領域複信（ＦＤＤ：frequency domain duplexing）動作を使用して（たとえば、対スペ
クトルリソースを使用して）、または時間領域複信（ＴＤＤ：time domain duplexing）
動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得
る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ１）とＴＤＤ動作
のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）とが定義され得る。
【００２５】
　[0033]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの構成では、基地局１２０またはＵＥ
１０２は、基地局１２０とＵＥ１０２との間の通信の品質と信頼性とを改善するために、
アンテナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代
替として、基地局１２０またはＵＥ１０２は、同じまたは異なるコード化データを搬送す
る複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）技術を採用し得る。
【００２６】
　[0034]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）またはマルチキャリア
動作と呼ばれ得る機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）
、レイヤ、チャネルなどと呼ばれ得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「
セル」、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。ＵＥ１
０２は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数
のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネ
ントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
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【００２７】
　[0035]ワイヤレス通信システム１００は、同じくまたは代替的に、認可無線周波数スペ
クトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペ
クトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可
されているので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある、無線
周波数スペクトル帯域）または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数
スペクトル帯域が、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）使用など、無認可使用のために利用可能であ
るので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数
スペクトル帯域）上での動作をサポートし得る。無認可無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスのための競合に勝つと、送信装置（たとえば、基地局１２０またはＵＥ１０２）は
、無認可無線周波数スペクトル帯域上で１つまたは複数のＣＵＢＳを送信し得る。ＣＵＢ
Ｓは、無認可無線周波数スペクトル帯域上で検出可能なエネルギーを与えることによって
、無認可無線周波数スペクトルを確保するように働き得る。ＣＵＢＳはまた、送信装置を
識別するように働くか、または送信装置と受信装置とを同期させるように働き得る。いく
つかの例では、ＣＵＢＳ送信はシンボル期間境界（たとえば、ＯＦＤＭシンボル期間境界
）において開始し得る。他の例では、ＣＵＢＳ送信はシンボル期間境界間で開始し得る。
これらの後者の例では、ＣＵＢＳの一部分、ＣＵＢＳのその部分はフルシンボル期間より
も短い長さを有する、の送信は、隣接するトーン上の１つまたは複数の送信（たとえば、
隣接するトーン上の他の装置の１つまたは複数の送信）に干渉する非直交送信を与え得る
。
【００２８】
　[0036]図２は、本開示の様々な態様による、基地局２２０とＵＥ２０２とを含む多入力
多出力（ＭＩＭＯ）通信システム２００のブロック図である。ＭＩＭＯ通信システム２０
０は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００の態様を示し得る。
基地局２２０は、図１、図３または図７を参照しながら説明される基地局１２０、３２０
または７２０の態様の一例であり得る。基地局２２０はアンテナ２８０～２８１を装備し
得、ＵＥ２０２はアンテナ２８２～２８３を装備し得る。ＭＩＭＯ通信システム２００で
は、基地局２２０は、同時に複数の通信リンクを介してデータを送ることが可能であり得
る。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、通信
のために使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、基地局２２０が２つの「レイヤ」
を送信する２×２ＭＩＭＯ通信システムでは、基地局２２０とＵＥ２０２との間の通信リ
ンクのランクは２である。
【００２９】
　[0037]基地局２２０において、送信プロセッサ２７４がデータソースからデータを受信
し得る。送信プロセッサ２７４はデータを処理し得る。送信プロセッサ２７４はまた、制
御シンボルまたは基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロセッサ２７６が
、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、または基準シンボルに対して空間処
理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボルストリームを送信変調器２
７８～２７９に与え得る。各変調器２７８～２７９は、出力サンプルストリームを取得す
るために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処
理し得る。各変調器２７８～２７９はさらに、ＤＬ信号を取得するために、出力サンプル
ストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコ
ンバート）し得る。一例では、変調器２７８～２７９からのＤＬ信号は、それぞれアンテ
ナ２８０～２８１を介して送信され得る。
【００３０】
　[0038]ＵＥ２０２は、図１を参照しながら説明されたＵＥ１０２、または図３、図７ま
たは図９を参照しながら説明されるワイヤレス通信デバイスの態様の一例であり得る。Ｕ
Ｅ２０２において、ＵＥアンテナ２８２～２８３は、基地局２２０からＤＬ信号を受信し
得、受信信号をそれぞれ復調器２８４～２８５に与え得る。各復調器２８４～２８５は、
入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を調整（condition）（たとえば、
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フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各復調器２８４～
２８５はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）
入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器２８６が、すべての復調器２８４～２８５か
ら受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し
、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ２８８が、検出されたシンボルを処理
（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ２０２のための復号された
データをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセッサ２６２、またはメモリ２４
８に与え得る。
【００３１】
　[0039]プロセッサ２６２は、場合によっては、ワイヤレス通信管理モジュール２９０を
インスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。ワイヤレス通信管理モジュール
２９０は、図３または図７を参照しながら説明されるネットワークパラメータモジュール
３０８ａ、３０８ｂおよび７０８の態様の一例であり得る。
【００３２】
　[0040]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ２０２において、送信プロセッサ２９８が、デ
ータソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ２９８はまた、基準信号の
ための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ２９８からのシンボルは、適用可能な
場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ２９６によってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ
－ＦＤＭＡなどのために）変調器２８４～２８５によって処理され、基地局２２０から受
信された送信パラメータに従って基地局２２０に送信され得る。基地局２２０において、
ＵＥ２０２からのＵＬ信号がアンテナ２８０～２８１によって受信され、復調器２７８～
２７９によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器２９４によって検出され、受
信プロセッサ２９２によってさらに処理され得る。受信プロセッサ２９２は、復号された
データをデータ出力とプロセッサ２６２またはメモリ２４８とに与え得る。
【００３３】
　[0041]プロセッサ２６２は、場合によっては、ワイヤレス通信管理モジュール２９０を
インスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。ワイヤレス通信管理モジュール
２９０は、図３または図７を参照しながら説明されるネットワークパラメータモジュール
３０８ａ、３０８ｂおよび７０８の態様の一例であり得る。
【００３４】
　[0042]ＵＥ２０２の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実
行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実装
され得る。言及されたモジュールの各々は、ＭＩＭＯ通信システム２００の動作に関係す
る１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、基地局２２０の構成
要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適応された１
つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実装され得る。言及された構成
要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム２００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実
行するための手段であり得る。
【００３５】
　[0043]図３は、本開示の様々な態様による、複数のワイヤレス通信デバイス３０２をも
つワイヤレス通信システム３００を示している。ワイヤレスデバイスは基地局３２０また
はワイヤレス通信デバイス３０２であり得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、ネット
ワークパラメータ３２２に基づいて電力最適化のために構成され得る。したがって、ワイ
ヤレス通信デバイス３０２は、測定または観測されたネットワークパラメータ３２２に基
づいて、電力を低減するように構成され得る。
【００３６】
　[0044]基地局３２０は、１つまたは複数のワイヤレス通信デバイス３０２と通信する局
であり得る。基地局３２０は、アクセスポイント、ブロードキャスト送信機、ノードＢ、
発展型ノードＢなどと呼ばれることもあり、それらの機能の一部または全部を含み得る。
各基地局３２０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。基地局３２０は、
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１つまたは複数のワイヤレス通信デバイス３０２に通信カバレージを与え得る。「セル」
という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて基地局３２０および／または
それのカバレージエリアを指すことができる。
【００３７】
　[0045]基地局３２０は、ネットワークパラメータモジュール３０８ｂと通信モジュール
３０４ｂとを含み得る。通信モジュール３０４ｂは、１つまたは複数のワイヤレス通信デ
バイス３０２と通信するために使用され得る。通信モジュール３０４ｂは、プロセッサ、
エンベロープトラッカー、無線周波数（ＲＦ）プロセッサ、電力管理プロセッサ、および
トランシーバのうちの１つまたは複数であり得る。基地局３２０とワイヤレス通信デバイ
ス３０２との間の通信は、アップリンク３１８およびダウンリンク３１６を通して達成さ
れ得る。アップリンク３１８は、基地局３２０にデータを送信および要求するためにワイ
ヤレス通信デバイス３０２によって使用され得る。ダウンリンク３１６は、ワイヤレス通
信デバイス３０２にデータを送信および要求するために基地局３２０によって使用され得
る。アップリンク３１８およびダウンリンク３１６を通して、ワイヤレス通信デバイス３
０２と基地局３２０とはデュプレックスリンクを介して通信することが可能であり得る。
【００３８】
　[0046]ワイヤレス通信デバイス３０２は、「ユーザ機器」（ＵＥ）、端末、アクセス端
末、加入者ユニット、局などと呼ばれることがあるか、またはそれらの機能の一部または
全部を含み得る。ワイヤレス通信デバイスは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピ
ュータなどであり得る。
【００３９】
　[0047]ワイヤレス通信デバイス３０２は、ネットワークパラメータモジュール３０８ａ
とプロセッサ３０４ａとを含み得る。プロセッサ３０４ａは、プロセッサ、エンベロープ
トラッカー、無線周波数（ＲＦ）プロセッサ、電力管理プロセッサおよびトランシーバの
うちの１つまたは複数を含み得る。ネットワークパラメータモジュール３０８ａは、チャ
ネルおよびトラフィックモジュール３１０と、トリガイベントモジュール３１２と、処理
レートおよび電力モジュール３１４とを含み得る。チャネルおよびトラフィックモジュー
ル３１０は、ワイヤレス通信デバイス３０２と基地局３２０との間のアップリンク３１８
およびダウンリンク３１６にアクセスし、それらを監視することが可能であり得る。チャ
ネルおよびトラフィックモジュール３１０は、アップリンク３１８およびダウンリンク３
１６の（たとえば、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ：
rank indicator）および／または変調コーディング方式（ＭＣＳ）等の）チャネル状態お
よびトラフィックパターンを監視し、１つまたは複数のネットワークパラメータ３２２を
記憶し得る。たとえば、チャネルおよびトラフィックモジュール３１０は、転送ブロック
サイズと、アップリンクおよびダウンリンク許可の周期性と、リソースブロック（ＲＢ）
と変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）との組合せとを監視し得る。別の例では、チャ
ネルおよびトラフィックモジュール３１０は、アップリンク３１８およびダウンリンク３
１６のドップラーと信号対雑音比とを監視し得る。チャネルおよびトラフィックモジュー
ル３１０によって監視されるネットワークパラメータ３２２は、トラフィックパターンパ
ラメータ、チャネル状態パラメータ、静的構成パラメータ、および他のパラメータを含み
得る。トラフィックパターンパラメータは、転送ブロック（ＴＢ：transfer block）サイ
ズと、ＵＬまたはＤＬ許可の周期性と、ＲＢの数と、ＭＣＳ情報と、ＲＢおよびＭＣＳ組
合せとを含み得る。
【００４０】
　[0048]チャネルおよびトラフィックモジュール３１０は、あらかじめ定義された時間ウ
ィンドウの間、アップリンク３１８とダウンリンク３１６とを監視し得る。あらかじめ定
義された時間ウィンドウ中に、監視されている異なるネットワークパラメータ３２２の平
均値、最小値、および／または最大値が記録され得る。下位レイヤ構成データもチャネル
およびトラフィックモジュール３１０によってアクセス可能であり得る。下位レイヤ構成
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データは送信モードデータおよびＨＡＲＱステータスであり得る。チャネルおよびトラフ
ィックモジュール３１０は、この情報をトリガイベントモジュール３１２に与えるために
ネットワークパラメータ３２２を抽出し得る。
【００４１】
　[0049]トリガイベントモジュール３１２は、プロセッサ３０４ａのための事前にプログ
ラムされたまたは構成されたトリガイベント３２４を含み得る。トリガイベント３２４は
、プロセッサ３０４ａの電力設定が調整されるときと、プロセッサ３０４ａが電力節約モ
ードまたは通常電力モードに入るときとを決定し得る。トリガイベントモジュール３１２
は、決定を行うために、事前にプログラムされたまたは構成されたトリガイベント３２４
とともに、チャネルおよびトラフィックモジュール３１０によって収集されたネットワー
クパラメータ３２２を使用し得る。たとえば、チャネルおよびトラフィックモジュール３
１０は、転送ブロックのサイズを平均化し得、データをトリガイベントモジュール３１２
に送り得る。トリガイベントモジュール３１２は、転送ブロックの平均サイズを監視し得
、平均転送ブロックサイズが、事前にプログラムされたまたは構成されたトリガイベント
３２４中で示されたサイズに達するときを決定し得る。示されたサイズが達されると、ト
リガイベントモジュール３１２は、プロセッサ３０４ａ上にある（located on）電力およ
び性能モジュール３０６にデータを送り得る。
【００４２】
　[0050]トリガイベントモジュール３１２はまた、トリガイベント３２４を事前にプログ
ラムまたは構成するための開発者向けインターフェースを与え得る。トリガイベント３２
４は、プロセッサ３０４ａが接続状態にある前にまたはその間に事前にプログラムまたは
構成され得る。１つの例示的なトリガイベント３２４では、１００ミリ秒（ｍｓ）ウィン
ドウ中のリソースブロックの平均数が、プロセッサ３０４ａが電力節約モードに入る準備
ができていることを示すために使用され得る。別の例として、トリガイベント３２４は、
プロセッサ３０４ａが電力節約モードに入る準備ができていることを示すために、２００
ｍｓウィンドウ中のリソースブロックの平均数と、４００ｍｓウィンドウの間の変調およ
びコーディング方式とを使用し得る。
【００４３】
　[0051]さらに、（たとえば、通常電力モードに復帰するために）電力節約モードを出る
ためのトリガイベント３２４も事前にプログラムされるかまたは構成可能であり得る。た
とえば、トリガイベント３２４は、転送ブロックの平均サイズを使用し、プロセッサ３０
４ａが電力節約モードにある間に処理することができる転送ブロックの平均サイズのため
の上限を示す値を設定し得る。転送ブロックの平均サイズが、トリガイベント３２４中で
示されたサイズよりも大きくなると、電力節約最適化が無効化され得、プロセッサ３０４
ａは通常電力モードに入り得る（place）。別の例として、トリガイベント３２４は、送
信モードの変更をより良くハンドリングするために、プロセッサ３０４ａが通常電力モー
ドに入り得るときを示すために、ワイヤレス通信デバイス３０２の現在の送信モードを使
用し得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、現在、ダウンリンク３１６を通して基地局
３２０からシンプレックスモードでデータを受信している可能性がある。送信されている
データは、ワイヤレス通信デバイス３０２内にある（located within）データについての
要求を備え得る。要求されたデータは、アップリンク３１８を通して基地局３２０に送信
され得る。データを転送することは、送信モードをシンプレックスモードからデュプレッ
クスモードに変更させ得る。デュプレックスモードに入ることは、トリガイベント３２４
であり得、プロセッサ３０４ａに通常電力モードに入らせ得る。
【００４４】
　[0052]処理レートおよび電力モジュール３１４は、プロセッサ３０４ａの電力または性
能が調整されるべきかどうかを決定し得る。この決定は、どんなトリガイベント３２４が
発生したかに依存し得る。たとえば、トリガイベント３２４が、信号対雑音比が望ましく
ないレベルに達したことを示した場合、処理レートおよび電力モジュール３１４は、信号
対雑音比を改善するために、プロセッサ３０４ａにおける電力設定が増加されるべきであ
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ると決定し得る。処理レートおよび電力モジュール３１４は、次いで、プロセッサ３０４
ａにそれの電力を増加させるように命令する命令をプロセッサ３０４ａに送り得る。プロ
セッサ３０４ａは、処理レートおよび電力モジュール３１４から命令を受信し、電力およ
び性能モジュール３０６を使用して調整を行い得る。たとえば、プロセッサ３０４ａは、
アンテナの範囲を増加させるために、アンテナに送られている電力を増加させ、信号電力
を増加させ得る。信号電力を増加させることは信号対雑音比を改善し得る。別の例では、
プロセッサ３０４ａは、通常電力モードにあるとき、雑音をより効率的にフィルタ処理す
ることが可能であり得る。
【００４５】
　[0053]図４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス３０２上のプロセ
ッサ３０４ａのための電力モードを調整するための方法４００の流れ図である。方法４０
０はワイヤレス通信デバイス３０２によって実行され得る。一構成では、方法４００は、
ワイヤレス通信デバイス３０２上のネットワークパラメータモジュール３０８ａによって
実行され得る。
【００４６】
　[0054]ワイヤレス通信デバイス３０２は、４０２において、接続状態にあるプロセッサ
３０４ａの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼす１つまた
は複数のネットワークパラメータ３２２を識別し得る。接続状態は、プロセッサ３０４ａ
がアクティブ通信中である状態であり得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、４０４に
おいて、１つまたは複数のネットワークパラメータ３２２のためのトリガイベント３２４
を識別し得る。トリガイベント３２４は、エンドユーザによって事前にプログラムまたは
構成され得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、次いで、４０６において、トリガイベ
ント３２４のうちの１つまたは複数が発生したとき、プロセッサ３０４ａの性能を調整し
得る。たとえば、ワイヤレス通信デバイス３０２は、ネットワークパラメータ３２２が、
電力節約モードがプロセッサ３０４ａの性能を著しく低減しないことを示す場合、プロセ
ッサ３０４ａを電力節約モードに入れ得る。別の例では、ワイヤレス通信デバイス３０２
は、ネットワークパラメータ３２２が、プロセッサ３０４ａがより多くの処理能力を必要
とすることを示す場合、プロセッサ３０４ａを通常電力モードに入れ得る。電力節約モー
ドから通常電力モードへの変更、または通常電力モードから電力節約モードへの変更は、
電力状態変更と呼ばれ得る。
【００４７】
　[0055]図５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス３０２上のプロセ
ッサ３０４ａのための電力節約モードをトリガするための方法５００の流れ図である。方
法５００は、接続状態にあるプロセッサ３０４ａをもつワイヤレス通信デバイス３０２に
よって実行され得る。一構成では、方法５００は、ワイヤレス通信デバイス３０２上のネ
ットワークパラメータモジュール３０８ａによって実行され得る。ワイヤレス通信デバイ
ス３０２は、５０２において、接続状態にあるプロセッサ３０４ａの電力使用量および処
理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメー
タ３２２を識別し得る。接続状態は、プロセッサ３０４ａがアクティブ通信中である状態
であり得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、５０４において、プロセッサ３０４ａが
電力節約モードの準備ができていることを示す１つまたは複数のネットワークパラメータ
３２２のためのトリガイベント３２４を決定し得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、
５０６において、１つまたは複数のネットワークパラメータ３２２を測定し得る。たとえ
ば、ワイヤレス通信デバイス３０２は、指定された時間ウィンドウ中にライトスリープが
どのくらいの頻度でトリガされるかを測定し得る。別の例では、ワイヤレス通信デバイス
３０２は信号のドップラー情報を測定し得る。
【００４８】
　[0056]ワイヤレス通信デバイス３０２は、５０８において、１つまたは複数のネットワ
ークパラメータ３２２のレベルが、電力節約モードに切り替わるためのトリガイベント３
２４中で示されたレベルに達するかどうかを決定し得る。ネットワークパラメータ３２２
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のレベルが、トリガイベント３２４中で示されたレベルに達した場合、プロセッサ３０４
ａは、５１０において、電力節約モードに切り替わり得る。たとえば、指定された時間期
間にわたる平均チャネル品質は、信号品質の著しい低下を生じることなしに電力を節約す
るために、プロセッサ３０４ａの性能が低減され得るのに十分高い可能性がある。ワイヤ
レス通信デバイスが、５０８において、ネットワークパラメータ３２２のレベルが、トリ
ガイベント３２４中で示されたレベルに達しないと決定した場合、プロセッサ３０４ａは
、ネットワークパラメータ３２２のレベルが、トリガイベント３２４中で示されたレベル
に達するかどうかを決定するために、５０６において、ネットワークパラメータ３２２を
測定し続け得る。
【００４９】
　[0057]プロセッサ３０４ａを電力節約モードに入れるときに使用され得る多くの最適化
があり得る。たとえば、ワイヤレス通信デバイス３０２内にある（located within）構成
要素によって送られている要求の数を動的に調整することによって、利益が実現され得る
。たとえば、システムネットワーク運用センター（ＳＮＯＣ：systems network operatio
ns center）要求の数が、電力消費を改善するために低減され得る。ＳＮＯＣ要求はワイ
ヤレス通信デバイス３０２によって送られ得る。ＳＮＯＣ要求は、プロセッサ３０４ａが
ダブルデータレート（ＤＤＲ：double data rate）メモリにどのくらい高速に読取りおよ
び書込みを行うことができるかを調整するために使用され得る。別の例では、バス干渉メ
モリコントローラ（ＢＩＭＣ：bus interference memory controller）要求の数が、電力
消費を改善するために同様に低減され得る。バスインターフェースメモリコントローラは
、プロセッサ３０４ａがＤＤＲメモリにアクセスすることを可能にするバスであり得る。
ＢＩＭＣ要求の数を低減することは、プロセッサ３０４ａによって必要とされるバストラ
フィックおよび処理の量を低減し得る。ワイヤレス通信デバイス３０２が、現在、少量の
データを処理している可能性があるので、プロセッサ３０４ａはＤＤＲメモリにあまり頻
繁にアクセスしないことがある。
【００５０】
　[0058]Ｑ６フロア（すなわち、プロセッサ３０４ａプロセッサフロア）を低下させるこ
とによって、別の利益が実現され得る。Ｑ６フロアを低下させることは、プロセッサのク
ロックレートを低下させることと等価であり得る。プロセッサ３０４ａのクロックレート
を低下させることは、データを適切に受信または送信するために必要とされる電力を低減
し得る。クロックレートが低下された場合、プロセッサ３０４ａは、プロセッサがデータ
のバーストをハンドリングするためにかかり得る時間の長さを増加させ得る。プロセッサ
３０４ａのＱ６フロアを低下させることは、低データレートの場合に許容可能であり得る
。データレートが高い場合、プロセッサは、データをタイムリーにハンドリングしないこ
とがあり、データを逃すことがある。
【００５１】
　[0059]アナログデジタル変換器（ＡＤＣ）のためのサンプルレートを低減することによ
って、他の利益が実現され得る。ＡＤＣのためのサンプルレートを低減することは、プロ
セッサ３０４ａによって実行されているコマンドおよび処理の数を低減することによって
、プロセッサ３０４ａによる電力消費を低減し得る。ＡＤＣは、連続アナログ信号を取り
、アナログ信号のレベルに基づいて、それを高または低デジタル出力信号に変換し得る。
ネットワークパラメータ３２２が、プロセッサ３０４ａが低データレートを使用している
ことを示す場合、アナログ信号が低から高にまたは高から低に変化するレートが低減され
得、サンプリングレートが低減されることを可能にし得る。これは、アナログ信号のサン
プルの数が、大きいデータ損失または信号品質劣化を引き起こすことなしに低減されるこ
とを可能にし得る。
【００５２】
　[0060]無線周波数（ＲＦ）位相ロックループ（ＰＬＬ：phase locked loop）のための
基準信号を変更することによって、別の利益が実現され得る。電力消費はまた、プロセッ
サ３０４ａによる動的受信ダイバーシティ（ＲｘＤ：receiving diversity）を低減する
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ことによって低減され得る。動的受信ダイバーシティは、ワイヤレスネットワークによっ
て使用されるプロトコルに一致するために、ダイバーシティ受信チェーンがプロセッサ３
０４ａによって無効化され得ることを示し得る。ネットワークプロトコルがサンプリング
される回数を低減することは、より少ない処理が使用され得るので、プロセッサ３０４ａ
よって消費される電力量を低減し得る。
【００５３】
　[0061]図６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス３０２上のプロセ
ッサ３０４ａのための電力節約モードをトリガするための方法６００の流れ図である。方
法６００は、接続状態にあるプロセッサ３０４ａをもつワイヤレス通信デバイス３０２に
よって実行され得る。一構成では、方法６００は、ワイヤレス通信デバイス３０２上のネ
ットワークパラメータモジュール３０８ａによって実行され得る。ワイヤレス通信デバイ
ス３０２は、６０２において、接続状態にあるプロセッサ３０４ａの電力使用量および処
理レートのうちの１つまたは複数に影響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメー
タ３２２を識別し得る。接続状態は、プロセッサ３０４ａがアクティブ通信中である状態
であり得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、６０４において、プロセッサ３０４ａが
、電力節約モードを無効化し、通常電力モードに切り替わる準備ができていることを示す
、１つまたは複数のネットワークパラメータ３２２のためのトリガイベント３２４を決定
し得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、６０６において、１つまたは複数のネットワ
ークパラメータ３２２を測定し得る。たとえば、ワイヤレス通信デバイス３０２は、指定
された時間期間の間にアップリンク３１８またはダウンリンク３１６中で使用された転送
ブロックサイズの平均値を測定し得る。別の例では、ワイヤレス通信デバイス３０２は、
アップリンク３１８およびダウンリンク３１６の周期性を測定し得る。
【００５４】
　[0062]ワイヤレス通信デバイス３０２は、６０８において、ネットワークパラメータ３
２２が、通常電力モードに切り替わるためのトリガイベント３２４中で示されたレベルに
達するときを決定し得る。トリガイベント３２４が発生した場合、プロセッサ３０４ａは
、６１０において、通常電力モードに切り替わり得る。たとえば、指定された時間期間に
わたる平均チャネル品質は、信号品質が悪くならないことを保証するために、プロセッサ
３０４ａの性能が増加され得るのに十分低いことがある。ネットワークパラメータ３２２
が、トリガイベント３２４中で示されたレベルに達しない場合、プロセッサ３０４ａは、
ネットワークパラメータ３２２が、トリガイベント３２４中で示されたレベルに達するか
どうかを決定するために、６０６において、ネットワークパラメータ３２２を測定し続け
得る。
【００５５】
　[0063]一例として、トリガイベント３２４は、指定された時間期間にわたって指定され
たビット数よりも大きい４つの転送ブロックが発生したときに発生するように構成され得
る。ワイヤレス通信デバイス３０２は、指定された時間期間内に指定された数よりも大き
い４つの転送ブロックが到着するまで、転送ブロックのサイズを測定し得る。ワイヤレス
通信デバイス３０２は、トリガイベント３２４が発生したと決定し得る。プロセッサ３０
４ａの性能は、次いで、通常電力モードに調整され、プロセッサ３０４ａが、より大きい
転送ブロックサイズを適切に処理および管理することを可能にし得る。
【００５６】
　[0064]図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信デバイス７０２内に含まれ
得るある特定の構成要素を示している。ワイヤレスシステム（たとえば、多元接続システ
ム）における通信は、ワイヤレスリンクを介した送信によって達成され得る。そのような
通信リンクは、単入力単出力（ＳＩＳＯ）、多入力単出力（ＭＩＳＯ）、または多入力多
出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。ＭＩＭＯシステムは、それぞれ、デー
タ伝送のための複数（ＮT）個の送信アンテナおよび複数（ＮR）個の受信アンテナを装備
した、（１つまたは複数の）送信機および（１つまたは複数の）受信機を含む。ＳＩＳＯ
システムおよびＭＩＳＯシステムはＭＩＭＯシステムの特定の例である。複数の送信アン
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テナおよび受信アンテナによって生成された追加の次元数が利用された場合、ＭＩＭＯシ
ステムは、改善された性能（たとえば、より高いスループット、より大きい容量または改
善された信頼性）を与えることができる。
【００５７】
　[0065]ワイヤレス通信システム７００はＭＩＭＯを利用し得る。ＭＩＭＯシステムは、
時分割複信（ＴＤＤ：time division duplex）システムと周波数分割複信（ＦＤＤ：freq
uency division duplex）システムの両方をサポートし得る。ＴＤＤシステムでは、アッ
プリンク７１８とダウンリンク７１６送信とが同じ周波数領域中で行われるので、相反定
理（reciprocity principle）によりアップリンクチャネルからのダウンリンクチャネル
の推定が可能である。これにより、送信ワイヤレスデバイスは、その送信ワイヤレスデバ
イスによって受信された通信から送信ビームフォーミング利得を抽出することが可能にな
る。
【００５８】
　[0066]ワイヤレス通信システム７００は、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯
域幅および送信電力）を共有することによって複数のワイヤレス通信デバイス７０２との
通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続シス
テムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多元接続（
Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シ
ングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシ
ッププロジェクト（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）システム、および空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）システムがある
。
【００５９】
　[0067]「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal 
Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
は、Ｗ－ＣＤＭＡと低チップレート（ＬＣＲ）とを含み、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２
０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、
モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile C
ommunications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴ
ＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２
．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、およびＧＳＭは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：
Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ
－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、「
第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載さ
れている。ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されてい
る。
【００６０】
　[0068]第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、グローバルに適用可能
な第３世代（３Ｇ）モバイルフォン仕様を定義することを目的とする電気通信協会のグル
ープ間のコラボレーションである。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は
、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobi
le Telecommunications System）モバイルフォン規格を改善することを目的とする３ＧＰ
Ｐプロジェクトである。３ＧＰＰは、次世代のモバイルネットワーク、モバイルシステム
およびモバイルデバイスのための仕様を定義し得る。
【００６１】
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　[0069]３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）では、ワイヤレス通信デバイ
ス７０２は「ユーザ機器」（ＵＥ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信デバイス７０２は、端
末、アクセス端末、加入者ユニット、局などと呼ばれ得、それらの機能の一部または全部
を含み得る。ワイヤレス通信デバイス７０２は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、ワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコン
ピュータなどであり得る。
【００６２】
　[0070]ワイヤレス通信デバイス７０２は、所与の瞬間において、ダウンリンク７１６お
よび／またはアップリンク７１８上で０、１つ、または複数の基地局７２０と通信し得る
。ダウンリンク７１６（または順方向リンク）は、基地局７２０からワイヤレス通信デバ
イス７０２への通信リンクを指し、アップリンク７１８（または逆方向リンク）は、ワイ
ヤレス通信デバイス７０２から基地局７２０への通信リンクを指す。
【００６３】
　[0071]ワイヤレス通信デバイス７０２は、プロセッサ７０４とネットワークパラメータ
モジュール７０８とを含み得る。プロセッサ７０４は、モデム、エンベロープトラッカー
、無線周波数（ＲＦ）プロセッサ、電力管理プロセッサおよびトランシーバのうちの１つ
または複数であり得る。プロセッサ７０４の電力消費が最適化され得る構成があり得る。
たとえば、プロセッサ７０４の電力消費は、ボイスオーバーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ）呼中に
最適化され得る。ＶｏＬＴＥは、低データレートと低デューティサイクルとを有し得る。
【００６４】
　[0072]適切なときにプロセッサ７０４の電力消費を低減するために、ワイヤレス通信デ
バイス７０２は電力調整モジュール７４６を含み得る。電力調整モジュール７４６は、プ
ロセッサ７０４が電力節約モードに入るべきか、または通常電力モードに入るべきかを決
定するために、１つまたは複数のネットワークパラメータを評価し得る。
【００６５】
　[0073]ネットワークパラメータは、トラフィックパターンパラメータ７２２と、チャネ
ル状態パラメータ７３２と、静的構成パラメータ７３８と、他のパラメータとを含み得る
。トラフィックパターンパラメータ７２２は、転送ブロック（ＴＢ）サイズ７２４と、Ｕ
ＬまたはＤＬ許可の周期性７２６と、リソースブロック（ＲＢ）の数７２８と、変調およ
びコーディング方式（ＭＣＳ）情報７３０と、ＲＢおよびＭＣＳ組合せとを含み得る。進
行中のトラフィックの特定の特性もトラフィックパターンパラメータ７２２として使用さ
れ得る。たとえば、ネットワークパラメータは、指定された時間ウィンドウの間にアップ
リンク７１８およびダウンリンク７１６中で使用された平均、最小、および最大転送ブロ
ック（ＴＢ）サイズ７２４を含み得る。ネットワークパラメータは、指定された時間ウィ
ンドウ中のリソースブロックの平均、最小、および最大数７２８をも含み得る。ネットワ
ークパラメータは、アップリンク７１８またはダウンリンク７１６アクティビティの周期
性と、ライトスリープがどのくらいの頻度でトリガされるかと、ディープスリープがトリ
ガされるかどうかとをさらに含み得る。電力調整モジュール７４６は、変調コーディング
方式（ＭＣＳ）情報７３０と、転送ブロック（ＴＢ）サイズ７２４と、リソースブロック
の数７２８とを抽出するために、アップリンク７１８およびダウンリンク７１６許可情報
へのアクセスを有し得る。
【００６６】
　[0074]チャネル状態パラメータ７３２は、信号対雑音比（ＳＮＲ）７３４とドップラー
情報７３６とを含み得る。チャネル状態パラメータ７３２は、使用された平均、最小、お
よび最大ＭＣＳなど、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告をも含み得る。
【００６７】
　[0075]静的構成パラメータ７３８は、送信モード７４０と２次セルステータス７４２と
を含み得る。たとえば、プロセッサ７０４が２つの転送ブロック（ＴＢ）のために構成さ
れない場合、実行可能である電力節約特徴があるかどうかが評価されることができる。２
次セルステータス７４２は、第２または第３のキャリアが構成またはアクティブ化される
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かどうかを示し得る。他のパラメータは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステー
タス７４４を含み得、それは未解決のＨＡＲＱ状態があるかどうかを示す。電力調整モジ
ュール７４６は、送信モード７４０、ＳＮＲ７３４、およびＨＡＲＱステータス７４４に
アクセスするために、下位レイヤ構成およびチャネル情報へのアクセスを有し得る。
【００６８】
　[0076]電力調整モジュール７４６は、電力節約モードトリガイベントを異なるエンティ
ティに与えるために、すべてのネットワークパラメータを抽出し得る。たとえば、電力調
整モジュール７４６は、電力節約モードに出入りするためのトリガイベントの特定のセッ
トをプログラムするための開発者向けインターフェースを与え得る。トリガイベントはプ
ログラム可能であり得る。たとえば、特定のトリガイベントに必要なネットワークパラメ
ータはプログラム可能であり得る。平均化間隔はトリガイベントごとに構成され得る。た
とえば、あるトリガイベントは、電力節約モードに入るべきかどうかを決定するために、
１００ミリ秒（ｍｓ）ウィンドウ中のＲＢの数を平均化し得る。別の例として、トリガイ
ベントは、電力節約モードに入るべきかどうかを決定するために、２００ｍｓウィンドウ
中のＲＢの数と４００ｍｓウィンドウの間のＭＣＳとを平均化し得る。さらに、（たとえ
ば、ノーマル電力モードに復帰するために）電力節約モードを出ることも構成可能であり
得る。たとえば、ＴＢしきい値よりも大きいＴＢサイズが検出されると、電力節約最適化
は無効化され得る。
【００６９】
　[0077]図８は、本開示の様々な態様による、特定のレールに関する電圧レベルとクロッ
クレートとを調整し得る（たとえば、特定の電力領域の電圧を低下させる）接続間欠受信
（ＣＤＲＸ：connected discontinuous reception）サイクル８６２を示すブロック図で
ある。ＣＤＲＸサイクル８６２は持続時間が（in duration）４０ｍｓであり得る。目的
は、（たとえば、ＶｏＬＴＥ呼のコンテキスト内で）いくつかの条件下で特定のバス要求
を低下させることであり得る。低下された要求をトリガし得る条件は、確立されたＱＣ１
（すなわち、サービス品質基準点）ベアラ、間欠受信（ＤＲＸ：discontinuous receptio
n）／間欠送信（ＤＴＸ：discontinuous transmission）構成、小さいＴＢ割振り（一定
の、または一般的なＶｏＬＴＥ呼をカバーするのに十分な（たとえば、ｘ　ｍｓ、ただし
、２００バイトよりも大きいＴＢはない））、および／またはアクティブＨＡＲＱバッフ
ァなしを含み得る。
【００７０】
　[0078]また、低下された要求の無効化（および元の値への復帰）を可能にするであろう
可能な条件がある。たとえば、ＱＣ１ベアラが削除された場合、低下された要求は無効化
され得る。この特定の最適化は、他の非ＶｏＬＴＥ使用事例にも適用され得る。別の例と
して、ダウンリンクＴＢ上で巡回冗長検査（ＣＲＣ：cyclic redundancy check）エラー
が検出された場合、低下された要求は無効化され得る。また別の例では、アップリンク７
１８またはダウンリンク７１６のいずれか上で大きいＴＢが検出された場合（たとえば、
１０００バイトよりも大きいＴＢ）、低下された要求は無効化され得る。
【００７１】
　[0079]物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared chann
el）８１０、８１４中に、保留中のダウンリンクＨＡＲＱは検出されない。したがって、
ダイレクトメモリアクセス（ＤＭＡ：direct memory access）読取りはウェイクアップ中
に発生しない。ＨＡＲＱステータスと、ＣＲＣ失敗があるかどうかとに基づいて、いくつ
かの領域の性能レベルを調整することが可能であり得る。
【００７２】
　[0080]オフロードは、ワーストケースオフロード要件に基づいて２つの状態に分割され
得る。たとえば、Ｏｆｆｌｏａｄ＿ＤＭＡＷは、オフロードなしまたは書込みのみのいず
れかがあることを暗示する。Ｏｆｆｌｏａｄ＿ＤＭＡＷＲは、オフロードなしまたは書込
みまたは読取りのいずれかがあることを暗示する。
【００７３】
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　[0081]図９は、電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２内に含まれ得るある特定の構
成要素を示している。電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２は、図３に示されたワイ
ヤレス通信デバイス３０２、または図７に示されたワイヤレス通信デバイス７０２など、
アクセス端末、移動局、ユーザ機器（ＵＥ）、基地局、アクセスポイント、ブロードキャ
スト送信機、ノードＢ、発展型ノードＢなどであり得る。電子デバイス／ワイヤレスデバ
イス９０２はプロセッサ９６２を含む。プロセッサ９６２は、汎用シングルまたはマルチ
チップマイクロプロセッサ（たとえば、ＡＲＭ）、専用マイクロプロセッサ（たとえば、
デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロコントローラ、プログラマブルゲートア
レイなどであり得る。プロセッサ９６２は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれ得る。電
子デバイス／ワイヤレスデバイス中に単一のプロセッサ９６２のみが示されているが、代
替構成では、プロセッサの組合せ（たとえば、ＡＲＭとＤＳＰ）が使用される可能性があ
る。
【００７４】
　[0082]電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２はまた、メモリ９４８を含む。メモリ
９４８は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子的構成要素であり得る。メモリ９
４８は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディス
ク記憶媒体、光記憶媒体、ＲＡＭ中のフラッシュメモリデバイス、プロセッサに含まれる
オンボードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタなど
、およびそれらの組合せとして実施され得る。
【００７５】
　[0083]データ９５２ａおよび命令９５０ａはメモリ９４８に記憶され得る。命令９５０
ａは、本明細書で開示される方法を実装するためにプロセッサ９６２によって実行可能で
あり得る。命令９５０ａを実行することは、メモリ９４８に記憶されたデータ９５２ａの
使用を伴い得る。プロセッサ９６２が命令９５０ａを実行すると、命令９５０ｂの様々な
部分がプロセッサ９６２上にロードされ得、様々ないくつかのデータ９５２ｂがプロセッ
サ９６２上にロードされ得る。
【００７６】
　[0084]電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２はまた、電子デバイス／ワイヤレスデ
バイス９０２との間での信号の送信および受信を可能にするために、送信機９５４と受信
機９５６とを含み得る。送信機と受信機とはトランシーバ９０７と総称され得る。複数の
アンテナ９０９ａ～ｂはトランシーバ９０７に電気的に結合され得る。電子デバイス／ワ
イヤレスデバイス９０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバおよ
び／または追加のアンテナを含み得る（図示せず）。
【００７７】
　[0085]電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２はデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
９５８を含み得る。電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２はまた、通信インターフェ
ース９６０を含み得る。通信インターフェース９６０は、ユーザが電子デバイス／ワイヤ
レスデバイス９０２と対話することを可能にし得る。
【００７８】
　[0086]電子デバイス／ワイヤレスデバイス９０２の様々な構成要素は、電力バス、制御
信号バス、ステータス信号バス、データバスなどを含み得る、１つまたは複数のバス９１
９によって互いに結合され得る。明快のために、図９では様々なバスはバスシステム９１
９として示されている。
【００７９】
　[0087]本明細書で説明された技術は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む様々
な通信システムのために使用され得る。そのような通信システムの例としては、直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－
ＦＤＭＡ）システムなどがある。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交
サブキャリアに区分する変調技術である、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用する
。これらのサブキャリアは、トーン、ビンなどとも呼ばれ得る。ＯＦＤＭでは、各サブキ
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ャリアは独立してデータで変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅に
わたって分散された（distributed）サブキャリア上で送信するためのインターリーブＦ
ＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭ
Ａ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するための拡
張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数
領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送られる。
【００８０】
　[0088]本開示によれば、ワイヤレス通信デバイス中の回路が、第１段分類器中の第１の
弱い分類器を使用して走査ウィンドウを評価することによって、顔検出を実行するように
適応され得る。同じ回路、異なる回路、あるいは同じまたは異なる回路の第２のセクショ
ンが、第１の弱い分類器による評価に基づいて、第１段分類器中の第２の弱い分類器を使
用して走査ウィンドウを評価するように適応され得る。第２のセクションは、有利には、
第１のセクションに結合され得、または、第２のセクションは、第１のセクションと同じ
回路で実施され得る。さらに、同じ回路、異なる回路、あるいは同じまたは異なる回路の
第３のセクションが、上記で説明された機能を与える（１つまたは複数の）回路または（
１つまたは複数の）回路の（１つまたは複数の）セクションの構成を制御するように適応
され得る。
【００８１】
　[0089]「決定すること」という用語は多種多様なアクションを包含し、したがって、「
決定すること」は、計算すること（calculating）、計算すること（computing）、処理す
ること、導出すること、調査すること、ルックアップすること（たとえば、テーブル、デ
ータベースまたは別のデータ構造においてルックアップすること）、確認することなどを
含むことができる。また、「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信す
ること）、アクセスすること（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを
含むことができる。また、「決定すること」は、解決すること、選択すること、選定する
こと、確立することなどを含むことができる。
【００８２】
　[0090]「に基づいて」という句は、別段に明示されていない限り、「のみに基づいて」
を意味しない。言い換えれば、「に基づいて」という句は、「のみに基づいて」と「に少
なくとも基づいて」の両方を表す。
【００８３】
　[0091]「プロセッサ」という用語は、汎用プロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、
マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコン
トローラ、状態機械などを包含するものと広く解釈されたい。いくつかの状況下では、「
プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス（Ｐ
ＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などを指し得る。「プロセ
ッサ」という用語は、処理デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサと
の組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロ
プロセッサ、あるいは他のそのような構成を指し得る。
【００８４】
　[0092]「メモリ」という用語は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子的構成要
素を包含するものと広く解釈されたい。メモリという用語は、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ
）、プログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専用
メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁
気または光学データストレージ、レジスタなど、様々なタイプのプロセッサ可読媒体を指
し得る。プロセッサがメモリから情報を読み取り、および／または情報をメモリに書き込
むことができる場合、メモリはプロセッサと電子通信していると言われる。プロセッサに
一体化されたメモリはプロセッサと電子通信している。
【００８５】
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　[0093]「命令」および「コード」という用語は、任意のタイプの（１つまたは複数の）
コンピュータ可読ステートメントを含むものと広く解釈されたい。たとえば、「命令」お
よび「コード」という用語は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン、
関数、プロシージャなどを指し得る。「命令」および「コード」は、単一のコンピュータ
可読ステートメントまたは多くのコンピュータ可読ステートメントを備え得る。
【００８６】
　[0094]本明細書で説明された機能は、ハードウェアによって実行されているソフトウェ
アまたはファームウェアで実装され得る。機能は、１つまたは複数の命令としてコンピュ
ータ可読媒体上に記憶され得る。「コンピュータ可読媒体」または「コンピュータプログ
ラム製品」という用語は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスされることが
できる任意の有形記憶媒体を指す。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディ
スクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形
態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用されることができる、コン
ピュータによってアクセスされることができる、任意の他の媒体を備え得る。本明細書で
使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－
ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デー
タを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。コン
ピュータ可読媒体は有形で非一時的であり得ることに留意されたい。「コンピュータプロ
グラム製品」という用語は、コンピューティングデバイスまたはプロセッサによって実行
、処理または計算され得るコードまたは命令（たとえば、「プログラム」）と組み合わせ
たコンピューティングデバイスまたはプロセッサを指す。本明細書で使用される「コード
」という用語は、コンピューティングデバイスまたはプロセッサによって実行可能である
ソフトウェア、命令、コードまたはデータを指し得る。
【００８７】
　[0095]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【００８８】
　[0096]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、説明された方
法の適切な動作のためにステップまたはアクションの特定の順序が必要とされない限り、
その順序、および／または特定のステップおよび／またはアクションの使用は、特許請求
の範囲を逸脱することなく変更され得る。
【００８９】
　[0097]さらに、図２～図４によって示されたものなど、本明細書で説明された方法およ
び技術を実行するためのモジュールおよび／または他の適切な手段は、デバイスによって
ダウンロードおよび／または他の方法で取得されることができることを諒解されたい。た
とえば、デバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転送を可能にす
るために、サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法は、デバ
イスが、記憶手段をそのデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法を取得し得るよ
うに、記憶手段（たとえば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など
）によって与えられることができる。



(21) JP 6599356 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

【００９０】
　[0098]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書で説明されたシステ
ム、方法、および装置の構成、動作および詳細において、様々な修正、変更、および変形
が行われ得る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　接続状態にあるプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影
響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメータを識別することと、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別すること
と、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
することと、
　を備える、電力最適化のための方法。
［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが前記接続状態にある間に構成可能である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが前記接続状態にある前に事前にプログラムされる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが電力状態変更の準備ができていることを示すイベントである、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ５］
　前記ネットワークパラメータは、転送ブロックサイズ、アップリンクまたはダウンリン
ク許可の周期性、使用されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、
信号対雑音比、ドップラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ６］
　前記ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネ
ル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備
える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに電力節約モードに入らせる
ことを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサ内の特定のレールに関する電
圧レベルおよびクロックレートのうちの１つまたは複数を調整することをさらに備える、
Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに通常電力モードに入らせる
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
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　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　接続状態にあるプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影
響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメータを識別し、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別し、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
する、
　ために実行可能である、
　電力最適化のための装置。
［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが前記接続状態にある間に構成可能である、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが前記接続状態にある前に事前にプログラムされる、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関する前記トリガイベントは、前記プ
ロセッサが電力状態変更の準備ができていることを示すイベントである、Ｃ１１に記載の
装置。
［Ｃ１５］
　前記ネットワークパラメータは、転送ブロックサイズ、アップリンクまたはダウンリン
ク許可の周期性、使用されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、
信号対雑音比、ドップラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１１に記載の
装置。
［Ｃ１６］
　前記ネットワークパラメータは信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネル
状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、Ｃ１６に記載の装置
。
［Ｃ１８］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに電力節約モードに入らせる
ことを備える、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサ内の特定のレールに関する電
圧レベルおよびクロックレートのうちの１つまたは複数を調整することをさらに備える、
Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに通常電力モードに入らせる
、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２１］
　命令を有する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　接続状態にあるプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影
響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメータを識別するためのコードと、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別するため
のコードと、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
するためのコードと
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　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
　前記ネットワークパラメータは、転送ブロックサイズ、アップリンクまたはダウンリン
ク許可の周期性、使用されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、
信号対雑音比、ドップラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ２１に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２３］
　前記ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネ
ル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備
える、Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２４］
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、Ｃ２３に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに電力節約モードまたは通常
電力モードに入らせることを備える、Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　接続状態にあるプロセッサの電力使用量および処理レートのうちの１つまたは複数に影
響を及ぼす１つまたは複数のネットワークパラメータを識別するための手段と、
　前記１つまたは複数のネットワークパラメータに関するトリガイベントを識別するため
の手段と、
　前記トリガイベントが発生するとき、前記接続状態にある前記プロセッサの性能を調整
するための手段と、
　を備える、電力最適化のための装置。
［Ｃ２７］
　前記ネットワークパラメータは、転送ブロックサイズ、アップリンクまたはダウンリン
ク許可の周期性、使用されるリソースブロックの数、変調およびコーディング方式情報、
信号対雑音比、ドップラー情報、送信モード、２次セルステータス、およびハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステータスのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ２６に記載の
装置。
［Ｃ２８］
　前記ネットワークパラメータは、信号の送信モード構成、静的構成パラメータ、チャネ
ル状態パラメータ、およびトラフィックパターンパラメータのうちの１つまたは複数を備
える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　監視されている前記チャネル状態パラメータは、信号中で使用される変調コーディング
方式（ＭＣＳ）のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である、Ｃ２８に記載の装置
。
［Ｃ３０］
　前記プロセッサの前記性能の前記調整は、前記プロセッサに電力節約モードまたは通常
電力モードに入らせることを備える、Ｃ２６に記載の装置。
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